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外殻PCa 部材を用いた建物外壁面からの耐震改修施工技術 
 

Seismic retrofitting technologies, starting with the construction of outer walls using outer shell precast members. 
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概  要 
 
 
 

 

既存不適格の鉄筋コンクリート造建物を対象にした制震工法である開口確保型耐震補強は，建物外壁を対象に方杖

型に制震ダンパーを取付ける補強工法である．建物屋外からの工事で完結する施工方式であるため，建物を使いなが

ら改修工事が可能で，また耐震改修により建物の使用性の低下が生じにくい．さらに制震ダンパーを方杖型に設置す

るため，既存建物開口部への干渉を最小限に抑える事が出来る． 
開口確保型耐震補強におけるＲＣ外付け補強部は，その外殻部分のみをプレキャスト部材として工場生産し，現地

で組み立てた後に内部コンクリートを打設する事により新設する．これにより現地での施工期間短縮や部材精度の確

保が期待できる．本報ではこの開口確保型耐震補強について，実大スケールのワンスパンフレームを用いた施工試験

の結果について報告する． 
 
成  果 

 
 
 

 

 ファイバーコンクリート製外殻 PCa 部材の製造方法を確立した．上蓋型枠を用いた打設養生であったが，内部に

透水シートを貼付する事で気泡による断面欠損の無い外殻PCa部材を製作した． 
 外殻 PCa 部材を用いた開口確保型耐震補強のＲＣ外付け補強部についての施工試験を実施し，施工手順を確立し

た．アンカーや通しアングル等の仮設部材を利用し、また専用の吊治具を使用する事で速やかな建て込み作業を

可能にした． 
 外殻 PCa 部材への打設孔および点検孔設定等の内部コンクリート打設計画を立案し，内部コンクリートの充填を

確認した．またセパレーターの軸力を計測する事で，内部コンクリート打設時にセパレーターが負担する軸力分

布を明らかにした． 
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図－１ 開口確保型耐震補強 全体図 写真－１ 施工試験体（試験終了時） 
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